
〈
上
巻
〉



題
字

・
天
間
林
村
教
育
長

宮
沢
正



天間林村役場

村 章

円と翼を組み合せて天間林の‘天‘の

字を概擬したものである。

同は村民の協和、問満を意味し、揖

は、向よ飛躍を象徴したものである。

昭和36年 9月16日制定



天
間
林
村
民
歌

作作
曲詩

吉

田

敬

一

郎

南
ひ
ろ
よ
し

一
、
見
よ
八
甲
田
背
に
負
い
て

束
に
遥
か
太
平
洋

平
和
の
虹
の
照
る
と
こ
ろ

希
望
の
朝
に
呼
び
か
け
て

天
間
林
に
援
刺
と

挙
る
わ
れ
ら
に
誓
あ
り

二
、
見
よ
地
に
満
ち
て
脈
打
て
る

資
原
の
山
を
野
の
幸
を

勢
い
て
拓
く
汗
水
に

黄
金
は
稔
り
花
と
咲
く

天
間
林
に
営
々
と

励
む
わ
れ
ら
に
誇
あ
り

三
、
見
よ
こ
の
恵
み
坪
川
の

め
ぐ
り
て
清
き
夢
の
里

栄
を
こ
こ
に
と
こ
し
え
の

明
る
い
自
治
を
さ
し
招
く

天
間
林
に
手
を
と
り
て

進
む
わ
れ
ら
に
光
あ
れ

天間ダム



原始時代

二ツ森員塚出土土器(縄文時代中期)



古代

小又 松ヶ沢遺跡出土須恵器



中世



近世



近代

休山の上北鉱山



現代

農業基盤整備県営圃場整備事業(榎林地区)



発
刊
の
こ
と
ば

天
間
林
村
長

工

藤

敬

こ
の
た
び
、
「
天
間
林
村
史
」
編
纂
も
成
り
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と

は
、
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

「
温
故
知
新
」
の
と
お
り
明
治
二
十
二
年
町
村
制
施
行
に
よ
り
天
間
舘
外
六

ヶ
村
が
新
生
天
間
林
村
と
し
て
関
村
、
爾
来
九
十
年
有
余
、
今
日
の
郷
土
社
会

を
築
き
あ
げ
た
先
人
の
歩
ん
だ
娘
難
辛
苦
の
歴
史
を
究
め
、
現
在
の
村
勢
を
見

つ
め
て
将
来
の
飛
躍
へ
の
第
一
歩
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
記
録
保
存
し
、
こ
れ

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
現
代
に
生
き
る
我
々
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
度
村
史
編
纂
に
着
手
、
そ
れ
以
後
、
資
史
料
の
収
集
等
幾
多

の
困
難
を
克
服
し
、
十
年
有
余
の
歳
月
を
経
て
完
成
を
み
る
に
至
っ
た
わ
け
で



あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
東
奔
西
走
し
た
青
森
大
学
長
盛
田
稔
氏
を
は
じ
め
関

係
者
各
位
の
御
苦
労
に
対
し
て
心
か
ら
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
村
が
限
り
な
い
未
来
に
わ
た
っ
て
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
課
せ
ら
れ

た
我
々
の
最
大
の
使
命
は
、
絶
え
ず
村
振
興
の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
傾
注

し
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に

お
い
て
本
書
は
史
的
考
証
を
加
え
た
農
業
経
済
史
的
な
編
纂
内
容
と
な

っ
て
お

り
、
我
々
の
心
の
糧
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

本
書
が
広
く
村
民
の
皆
様
に
愛
読
さ
れ
、

郷
土
の
歴
史
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
新
し
い
時
代
に
対
処
し
、
天
間
林
村
の
か
け
橋
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て

止
み
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
六
年
三
月



監
修
の
こ
と
ば

盛

田

稔

天
間
林
村
史
の
誕
生
は
難
産
で
あ
っ
た
。

私
は
、
市
町
村
史
の
類
は
、
人
を
得
ら
れ
る
な
ら
地
元
の
人
が
執
筆
す
る
の
が
最
適
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
、

最
初
村
史
編
さ
ん
の
話
が
も
ち
こ
ま
れ
た
時
監
修
だ
け
を
引
受
け
た
。

編
集
委
員
に
選
ば
れ
た
天
間
林
地
区
内
の
学
校
の
先
生
方
や
協
力
委
員
の
方
と
私
と
の
間
で
勉
強
会
が
何
回
か
も
た

れ
た
。

各
委
員
の
方
に
は
随
分
御
苦
労
し
て
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、
転
勤
そ
の
他
の
事
情
が
重
な
り
、
編
集
委
員
会
は
改
組
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
早
急
に
新
し
い
執
筆
者
を
選

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
は
私
の
生
涯
に
と
っ
て
最
も
多
忙
な
と
き
で
あ
っ
た
が
、
忙
し
い
な
ど
と
言
っ
て
い
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

そ
こ
で
、
学
縁
を
頼
り
に
、
考
古
編
は
村
出
身
で
県
文
化
課
勤
務
の
天
間
勝
也
氏
に
、
近
現
代
編
は
青
森
大
学
の
末

永
洋
一

・
佐
々
木
崇
晦
氏
に
、
教
育
の
部
は
西
小
学
校
長
秋
山
正
信
氏
に
依
頼
し
、
古
代

・
中
世

・
近
世
編
は
私
が
担

当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
残
さ
れ
た
年
月
は
少
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
執
筆
は
時
間
と
の
戦
い
で
あ

っ
た
。

編
集

・
執
筆
の
方
針
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。



天
間
林
村
は
、
古
代
以
前
は
と
も
か
く
と
し
て
、
中
世
以
降
ほ
と
ん
ど
地
方
の
政
治

・
経
済
上
中
心
的
地
位
を
占
め

た
こ
と
が
な
く
、
七
戸
南
部
氏
も
し
く
は
七
戸
代
官
所
の
支
配
下
に
属
す
る
純
農
村
で
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
ほ

と
ん
ど
全
部
が
零
細
な
農
民
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
基
本
的
認
識
に
立
っ
て
、
天
間
林
村
史
は
、
其
処
に
住
む
農
民
が
生
き
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
積

み
重
ね
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
捕
え
、
記
述
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

他
の
市
町
村
史
に
往
々
見
ら
れ
る
よ
う
な
平
板
な
羅
列
主
義
は
と
ら
ず
、
農
村
天
間
林
村
の
歩
み
が
わ
か
る
よ
う
な

事
項
を
徹
底
的
に
追
究
す
る
こ
と
。

高
校
生
程
度
の
学
力
で
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
方
針
、
特
に
第
二
の
方
針
の
た
め
、
天
間
林
村
史
は
一
般
の
市
町
村
史
と
は
大
分
趣
を
異
に
し
た
も
の

と
な
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
史
の
新
し
い
型
を
提
示
し
得
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
第
二
の
方
針
が
強
く
出
過
ぎ
た
た
め
、
記
述
し
終
っ
て
み
た
ら
、
か
な
り
難
か
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

あ
る
い
は
高
校
生
程
度
で
楽
に
読
め
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
の
第
三
の
方
針
に
は
、
十
分
に
沿
え
な
い
も
の
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。

こ
の
点
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
土
台
と
し
、
や
き
し
い
も
の
に
編
集
し
直
す
こ
と
を
提
言
し
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
紙
数
の
関
係
上
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
宗
教
・
信
仰

・
民
俗
等
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
出

来
よ
う
。

最
後
に
刊
行
の
遅
延
に
も
か
か
わ
ら
ず
御
支
援
下
さ
っ
た
村
当
局
、
議
会
、

り
わ
け
お
世
話
に
な
っ
た
村
教
委
当
局
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

資
料
提
供
者
、

村
民
各
位
な
ら
び
に
と

¥一



一
、
全
体
を
原
始
時
代
編
、
古
代
編
、
中
世
編
、
近
世
編
、
近
代
編
、
現
代
編
と
分
け
て
あ
る
が
、
近
代
編
と
は
明
治
元
年
よ

り
昭
和
二
十
年
ま
で
、
現
代
編
と
は
、
昭
和
二
十
年
以
降
で
あ
る
。

二
、
史
料
は
読
み
下
し
文
を
原
則
と
し
た
が
、

差
し
支
え
な
い
も
の
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

三
、
写
真
、
図
表
は
適
度
に
挿
入
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
特
に
古
代
編
に
は
か
な
り
の
分
量
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

四
、
文
章
は
な
る
べ
く
平
易
に
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
が
、
一
部
に
お
い
て
は
学
術
上
の
専
門
用
語
も
か
な
り
入
っ
て
い
る
。

五
、
本
書
は
、
全
体
と
し
て
通
史
の
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
重
要
事
項
、
事
件
に
関
し
て
は
か
な
り
の
分
量
を
あ
て
て
記

述
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

六
、
全
編
分
担
執
筆
の
方
法
を
と
っ
た
の
で
、
文
体
、
用
字
、
用
語
に
は
統
一
を
欠
く
き
ら
い
が
あ
る
こ
と
を
お
わ
び
し
た
い
。

七
、
本
書
を
一
つ
の
材
料
と
し
て
、
さ
ら
に
深
く
天
間
林
村
の
歴
史
が
追
求
さ
れ
、
新
し
い
村
史
が
や
が
て
執
筆
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
ま
た
児
童
、
生
徒
も
容
易
に
読
め
る
村
史
も
や
が
て
編
集
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

八
、
本
舎
の
執
筆
分
担
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第
四
節

第
二
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
三
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

大
河
兼
任
の
乱

四

平
泉
藤
原
氏
と
青
森
県

四
五

藤
原
氏
の
地
位

四
五

藤
原
氏
の
財
力
の
源
泉

五

藤
原
氏
と
青
森
県

五

南
部
氏
の
糠
部
下
向

南
部
光
行
の
糠
部
下
向

ノ¥

七
戸
太
郎

郎
朝
清
の
七
戸
入
部

五

七
戸
氏
の
系
き並
ロ日

ノ¥

七

南
北
朝
時
代
の
争
乱

七
四

鎌
倉
時
代
末
期
の
糠
部
の
給
人

七
四

建
武
の
中
興
と
根
城
南
部
氏

八.

北
畠
顕
家
の
下
向
と
根
城
南
部
氏

J¥ 



第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
八
節

第
九
節

第
十
節

第
五
章

第
六
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

南
北
朝
時
代
の
開
幕
と
根
城
南
部
氏

九。

四
世
師
行
の
戦
死

九
五

五
世
政
長
の
活
躍

九

世
信
政
の
勤
皇

七
世
信
光
の
忠
節

四

l¥ 
世
政
光
む
勤
皇

。

七
戸
城
と
天
間
館

四

政
光
に
よ
る
七
戸
南
部
家
の
創
設

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
--:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

二一三

蛎
崎
蔵
人
の
乱
と
天
魔
館
五
郎
右
衛
門

五

乱
の
原
因
と
緒
戦
に
お
け
る
根
城
南
部
勢
の
苦
戦

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
-
J
J
・-
:
:
:
:
:

二
三
五

根
城
南
部
勢
の
攻
撃

四

征
夷
総
大
将
南
部
政
経
の
出
陣
と
蛎
崎
蔵
人
の
逃
亡

:
-
j
i
--:
・:
:
:
:
j

i
-
-
:
・:
:
:
:

二
四
八

南
部
政
経
上
洛

五

天
魔
館
五
郎
右
衛
門
と
蛎
崎
氏

五
四



第
七
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
八
章

第
一
節

第
二
節

第
四
編

第
一
章

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
奥
州
征
伐

五
J¥ 

中
世
の
中
央
情
勢
と
青
森
県

五
八.

奥
州、!
仕
置
メ当、
寸コ

。

九
戸
政
実
の
反
乱
と
七
戸
家
国
な
ら
び
に
天
間
館
源
左
衛
門

:
:
-
j
i
-
-
:
・j

i
--
:
:
・:
:
二
六
五

九
戸
城
を
め
ぐ
る
攻
防
と
九
戸

・
七
戸
氏
等
の
滅
亡

:
-
j
i
--:
:
j
i
--:
・j
i
-
-
:
:
:
:
二
七
二

七
戸
城
の
落
城

七
ノ¥

中
世
末

期
の
南
部
氏
の
家
臣
構
成

七
八.

家
臣
構
成

七
J¥ 

天
間
館
源
左
衛
門
の
身
分
的
，性
格

八.

近

世

五

新
七
戸
家
の
誕
生

七



第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
二
章

第
三
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
四
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

南
直
勝
七
戸
の
名
跡、
を
継

/¥ 
七

七
戸
直
時
の
治
世

九

七
戸
直
時
の
死
去
と
葬
式
の
次
第

。
五

七
戸
隼
人
正
重
信
の
治
世

。

盛
岡

・
八
戸
二
藩
の
分
立
と
七
戸

五

南
部
藩
の
断
絶

五

新
南
部
藩
と
J¥ 
戸
藩
の
誕
生

七
戸
南
部
家
の
断
絶

代
官
政
治
の
は
じ
ま
り

五

南
部
藩
の
地
方
行
政
組
織

九

郡

通

村
制

九

代
官
の
職
務

四

七
戸
代
官
所
御
給
人
役
職

四。



第
四
節

仁)伝)同

第
五
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
章

第
一
節

第
二
節

七
戸
通
の
行
政
区
域

四
七

邦
内
郷
村
志
(
村
名

・
高

・
民
戸
数

・
馬
数
書
上
)

四
J¥ 

享
和

年
御
領
分
郡
名
村
名
書
上

五

天
保
七
年
七
戸
惣
郷
村
名
附

五

安
政
五
年
御
領
分
中
本
村
枝
村
仮
名
附
帳

:
j
i
-
-
・:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:

三
六
六

農
業
生
産
の
構
1旦

九

村

イ立

/¥ 

九

標
準
反
収
(
斗
代
)

七

農
家
戸
数
と
村
高

七
七

農
家

戸
当
り
の
持
高

/¥ 

地
目
構
成
及
び
作
付
構
成

九
J¥ 

検

地

四。
四

太
閤
検
地

四。
四

南
部
藩
独
自
の
地
積
計
算
法

四。
五



第
三
節

第
七
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
八
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

仁)同側

農
民
側
か
ら
の
検
地
の
要
求

四。
九

南
部
藩
の
税
制

四

。

南
部
藩
の
斗
代

歩
付

図

。四

J¥ 

実
際

会復
税
法

四

諸
凶
作
と
飢
鍾

四

/¥ 

地
獄
絵
図

四

/¥ 

封
建
社
」合』
-z;: 

の
財
政
的
基
礎

四

七

凶
作

飢
鍾
の
発
生
原
因

四

J¥ 

凶
作
年
表

四

。

ア巳
和
の
凶
作

四

寛
君く

の
凶
作

四

フじ
禄
の
凶
作
と
飢
鍾

四

四

宝
暦
の
飢
鍾

四

七



同休)
第
五
節

第
九
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
八
節

第
十
章

第
一
節

天
明
の
飢
鍾

四
四
七

天
保
の
飢
鍾

四
五
六

救
荒
食
物

四
六

O

畜

産

四
~ 

ノ¥
~ 

ノ¥

農
業
以
外
の
収
入
源

四
ノ¥

ノ¥

南
部
地
方
馬
産
史
概
要

四

七

江
戸
時
代
の
藩
有
牧

四
七。

官
馬
の
飼
養
法

四
七

里
馬
の
飼
養
法

四
七
ノ¥

農
家

戸
当
り
所
有
馬
数

四
七
七

里
馬
の
販
フE
法

四
七
九

そ
の
他
の
-ー-宙
産

四
J¥ 
ノ¥

百
姓
一
撲

四
J¥ 
九

百
姓

撲
の
最
多
発
藩

四
J¥ 
九



第
二
節

(ユ国側

第
十
一
章

第
一
節

第
二
節

に)(三}同国

第
十
二
章

七
戸
通
の
百
姓

授

四
九

延
享

年
七
戸
通
地
頭
排
斥

撲

四
九

寛
政
八
年
七
戸
通
馬
売
買
税
増
税
反
対
一
撲

・:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-:
:
:
:
:
・
四
九
三

嘉
永
六
年
五
月
七
戸
通
夫
伝
馬
税
の
公
平
賦
課
要
求
一
撲

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
四
九
三

嘉
永
六
年
七
月
別
段
御
買
上
大
豆
反
対
一
撲

:
j
i
--
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-:
・
:
:
:
:
四
九
五

物
産
の
流
通

五
0 
0 

天
間
林
地
方

お
け
る
商

生
産

五
0 
0 

物
資
の
流
通
組
織

・・・・・
・・
・・・・・
・・・・
・・
・・・・・
・・・
・・・・
・・・・・・
・・
・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・
・・・
・・・・・
・・・・
・・

五
一
二

定
期
市

・・・
・・・・・・・・・・
・・・・
・・・・・
・・・・・
・・
・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・
・・・・・・
・・・・・
・・・
・・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
一
二

市
・
・
・
・
・・・・・・・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・
・・・
・・・・・・・・・
・・・
・・・
・・・
・・・・・・・・・
・・
・・
・・
・・・
・・・・・・
・・・
・
五
一
五

馬千子

商

五

五

坐

商

五

九

七
戸
地
方

豪
商
の
富

五。

交
通

・
運
輸

五



第
一
節

第
二
節

第
三
節

(コ
第
四
節

←) (二)
第
五
節

←) 仁)国

第
十
三
章

ゥ匂
」尻、

通
の
発
達

五
二
三

奥
州、l
道
中
宿
駅
名

五
二
五

路
傍
の
整
備

五

。

里
塚

五

。

並

木

五

iヘ

境
目
番
所

五
四

男
女

物
資
の
流
出
入
の
取
締

五
四

移
出
入
税
の
徴
収

五
四
八.

ずで
丸

通

運
輸
施
設

五
五
J¥ 

駅
伝
の
制

五
五
J¥ 

助
郷
の
制

五
ノ¥。

飛
脚
の
制

五
ノ¥

幕
末
期
の
七
戸
御
給
人
名

五
ノ¥



(下

巻

第
五
編

第
一
章

第
一
節

第
二
節

に)

近

代

五
七

七
戸
藩
の
創
設

五
七

南
部
政
信
家
き並
ロ日

五
七

七
戸
藩
創
設

関
す
る
諸
説

五
七
七

支
政

年
説

五
七
J¥ 

菊
池
悟
郎
著

「南
部
史
要
」

五
七
J¥ 

田
中
喜
多
美
編
「
岩
手
県
郷
土
史
年
表
」

五
七
J¥ 

秋
図
書
庖
刊
「
藩
史
事
典
」

五
七
J¥ 

四

新
人
物
往
来
社
刊

「藩
史
総
覧
」

五
七
九

五

岩
手
県
立
図
書
館
蔵

「七
戸
藩
主
南
部
氏
略
歴
」

五
八。

-L-

ノ¥

盛
岡
中
央
公
民
館
蔵
「
南
部
政
信
家
譜
」

五
J¥ 

安
政

年
説
批
判

五
J¥ 



同同同(1¥) 

第
二
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

文
久

年
説

岸
俊
武
編
「
新
撰
陸
奥
国
誌
」
:
:
:
五
九
一

五
九
一

「七
戸
藩
支
配
地
之
次
第
申
立
書
」

:
:
五
九
二

「新
渡
戸
伝
一
生
記
」

明
治
三
年
「
七
戸
知
藩
臆
日
記
」
・:
:
五
九
五

:
;
:
:
五
九
二

四

文
久

年
説
批
判

五
九
ノ¥

明
治

年
説

。
七

「
読
史
備
要
」

「
奥
隅
馬
史
」

:
:
六
O
七

-・・六

O
七

結

三ム
面開

/¥ 

o 
J¥ 

明
治
三
年
七
戸
通
百
姓
一
授

/¥ 

九

概

要

九

一
撲
の
願
条
と
そ
れ
に
対
す
る
藩
の
回
答
:
:
:
:
::::・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
六
二
四

授

参
加
し
た
村
々

ノ¥

。

七
戸
通
百
姓

接
関
係
年
表

撲
の
原
因

四

撲
の
結
末

ノ¥

五

全
国
の
動
向

/¥ 

九



t 

第
三
章

第
一
節

仁)白同国供)
第
二
節

(ー)(ニ)と三)回国
第
三
節

青
森
県
の
成
立
と
天
間
林
村

ノ¥

七

青
森
県
の
成
立
過
程
と
七
戸
藩
(
県
)
;
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
--:
・j
i
-
-:
:
:
:
:
:

六
七
一

野
辺
地
戦
争
に
至
る
ま
で
の
諸
藩
の
動
向

:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
j
i
-
-:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
六
七
一

津
軽
藩

よ
る
|日
南
部
藩
領
支
配

七
四

大
関
藩

よ
る
|日
南
部
藩
領
支
配

七

七
戸
藩
を
め
ぐ
っ
て

七
七

版
籍
奉
還
と
藩
知
事
市j

J¥ 

廃
藩
置
県
と
青
フk
本木

県
の
誕
生

/¥ 
五

地
方
行
政
の
変
遷
と
天
間
林
村
の
誕
生

:
:
:
:
:
:
-
j
i
---
-
j
i
-
-
:
・:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
六
八
六

江
戸
時
代
末
期
の
「
天
間
林
村
」

...L... 

/'¥ 

J¥ 
ームー
/'¥ 

青
森
県
七
戸
支
庁
設
置
ま
で
の
「
天
間
林
.村」

九。

大
小
区
制
時
代
の
「
天
間
林
村
」

/'¥ 

九
五

「
三
新
法
」
公
布
以
降
の
地
方
自
治
の
動
き

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・:
:
j
i
-
-
:
:
七
O
二

天
間
林
村
の
成
立

七。

地
租
改
正
と
農
民

七。
九



←) 仁)t三)同

第
四
章

第
一
節

(→ (二)国
第

(ー)二
節

に)
第
三
節

(ニコ

地
租
改
正
事
業
の
展
開

七。
九

青
森
県
に
お
け
る
地
租
改
正
事
業
と
そ
の
矛
盾
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
七

一
二

上
北
郡

l
l天
間
林
村
な
ど
ー
ー
に
お
け
る
地
租
改
正
事
業
と
そ
の
問
題
点
:
・
:
:
:
:
:
:
七
一
四

地
租
改
正
と
そ
の
後

七

九

天
間
林
村
を
め
ぐ
る
政
治
的
諸
問
題

|

|
明
治
期
を
中
心
と
し
て
l
l
-
-・
:
:
:
:
七
二
O

明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
を
め

っ
て

七。

天
皇
巡
幸
と
地
方
官
吏

・
民
衆
の
対
応
:
:
:
:
・:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
--・
:
:
:
:
:
:
:
:
七
二一

明
治
九
年
東
北
巡
幸
と
天
間
林
村

七

明
治
十
四
年
東
北

北
海
道
巡
幸

七

七

明
治
期

お
け
る
村
政
の

側
面

七

へ

明
治
十
四
年
度
榎
林

・
附
田

・
二
ツ
森
戸
長
役
場
村
議
会
資
料
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
七
二
八

町
村
制
施
行
(
明
治
二
十
二
年
)
以
降
の
村
政

:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
--j
i
--・:
:
:
:
:
七
四
二

分
村
問
題
ヒ
ヲミ
間
林
村
の
場
ぷ』
にヨ

七。

分
村
問
題
の

般
的
背
景

七
ノ¥。

天
間
林
村

お
け
る
分
村
問
題

七



第
四
節

(→ 同
第
五
節

第
六
節

第
五
章

第
一
節

第
二
節

に)∞ 同

上
北
郡
郡
政
の
発
展
と
い
く
つ
か
の
出
来
事

天
間
林
村
と
の
関
連
で

七
七。

上
北
郡
会
と
天
間
林
村

|
|
郡
会
議
員
選
挙
資
料
の
紹
介

七
七

上
北
郡
郡
役
所
移
転
問
題

七
七
J¥ 

士
族
復
籍

七
七
九

大
正
十
五
年
天
間
林
農
民
党
創
立

七
J¥ 
四

田
畑
開
墾
事
業
と
天
間
林
村
の
発
展

明
治
期
を
中
Jし、

と
し
て

七
J¥ 
J¥ 

新
渡
P 
伝
の
構
想、

七
J¥ 
/¥ 

工
藤

中
嶋

早
J 11 

氏

よ
る
開
墾
事
業

七
J¥ 
九

工
藤
轍
郎
氏

よ
る
開
墾
事
業

七
J¥ 
九

中
嶋
勝
次
郎
氏

よ
る
開
墾
事
業

七
九

士
族
授
産

:
・，
・・・・
・・
・・
・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・・・・・・・・・・
・・
・・・・
・・・・・・・
・・・
・・・・
・・
・・・・・・・・・・・
・・・
・・・
・・・・・・・・・・
・・
・
八

O
五

早
川
善
吉
氏
の
開
墾
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・八

O
七



第
三
節

第
四
節

第
六
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
七
章

そ
の
他
の
開
墾
事
業

J¥ 
o 
九

開
墾
事
業
を
め

る
問
題
点

J¥ 

九

馬
産
政
策
の
展
開
と
天
間
林
村
に
お
け
る
馬
産
事
業

:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:

八
二
二

南
部
馬
産
業
の
沿
革

J¥ 

国
J.L 

奥
羽
種
馬
牧
場
の
創
設
と
発
展

八.

九

軍
馬
補
充
部
七
戸
支
部
の
開
設
と
天
間
林
村
へ
の
影
響

:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
八
四
七

軍
馬
政
策

関
す
る
若
干
の
問
題
点

J¥ 

J¥ 

民

馬
産
の
実

↑ 
そ
の

九

馬

作

九。
四

花
松
神
社
と
馬
産
農
家

九。
七

朋
治
期
の
天
間
林
村
と
民
衆
生
活

:
:
:
:
:
:
:
:
:
-j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
九

O
九

第
一
節
「
陸
奥
国
上
北
郡
村
誌
(
参
)
天
間
林
村
」
に
お
け
る
天
間
林
村

第
二
節

|
|
明
治
十
年
代
の
「
天
間
林
村
」
に
つ
い
て
I
l
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
九

O
九

林
野
の
官
民
区
分
問
題
と
天
間
林
村
の
状
況

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・
九
一
九



第
三
節

仁}国
第
四
節

に〉国
第
五
節

←) 仁)
第
六
節

(一)仁)国四

村
民
の
家
族
生
活
と
住
居

九
四
J¥ 

「
明
治
七
成
年
改

・
人
頭
調
書
上
帳
」
に
つ
い
て

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
--:::-
j

i
--
:
九
四
八

明
治

十
年
の
戸
籍
薄

九

四

住
居
構
、&
J.a 

九
七。

村
民
生
活
の
諸
様
相

九
J¥ 
七

商
業

取
引

九
J¥ 
七

自
家
用
酒
、d:
1旦

酒
の
届
け
出

。。

生
活
の
中
の
知
恵

0 
0 

「共
同
体
」
的
関
係
|
|
特
に
入
会
権
に
つ
い
て
I

l

--
:
:
:
:
j

i---
:
:
:
:
j
i
-
--

一O
O五

「
入
会
地
」
問
題
と

「共
同
体
」
的
関
係

:
:
・:
j

i
--j
j
i
-
-
:
:
:
:
-
j
i
---
:
:
;

一O
O五

士主

肉
体

問
の
関
係

。
。

鉄
道

東
北
本
線

と
天
間
林
村
民

。

我
国

お
け
る
鉄
道
建
設
の
特
徴

。
ノ¥

東
北
本
線
の
敷
設
問
題

。
七

東
北
本
線
敷
設
時
の
天
間
林
村
に
お
け
る
問
題

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
一
O
一
九

鉄
道
と
そ
の
後
の
天
間
林
村

。
八



第
八
章

第
一
節

(→ 仁)∞ 四回(i¥) 化)ω 
第
二
節

苦
悩
す
る
農
村
社
会
と
農
民
生
活

|
|
明
治
よ
り
昭
和
前
半
期
に
お
け
る
農
村
と
農
民

。

相
次

凶
作
と
疲
弊
せ
る
農
村

。

明
治
十
七
年
凶
作

。
四

大
正

年
凶
作
の
実
態
と
そ
の
対
策

。
九

大
正
二
年
凶
作
と
天
間
林
村

↓ 
野
石
蔵
氏
の

。
五
七

昭
和

年

九
年

十
年
の
凶
作

。
五

昭
和
九
年
、
十
年
凶
作
の
実
態

昭
和
九
年
凶
作
へ
の
天
間
林
村
の
対
策
:
:
:
:-
-
j
i
--
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:

一O
八
三

昭
和
十
六
年
凶
作
時
の
水
稲
収
穫
量
調
査
表

:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・一O
八
八

凶
作
を
め
ぐ
る
問
題
占

o 
J¥ 

農
業
経
営
の
展
開
と
地
主

作
関
係

。

天
間
林
村

お
け
る

作
慣
行

。



(斗同
第
三
節

←) (二)

第
九
章

第
一
節

tう(ゴ同同

農
業
経
営
規
模
の
推
移
と
天
間
林
村
の
状
況
:
:
:
:
:
:
:
:
:::・
:
-
j
i
-
-
-
-
j
i
--・
:
:
一
一

二

O

地
王
制
の
発
展
と
地
主

作
関
係

九

(3) (2) (1) 

地
主
制
発
展
の
一
般
的
経
緯
と
青
森
県
の
状
況

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-・:
:
一
一
二
九

天
間
林
村

お
け
る
地
主
制

五

地
主
制
の
展
開
と
地
主

作
関
係

四
四

出
稼
ぎ

離
村
の
実
態

五

「
寄
留
者
名
簿
」
分
析
よ
り

|

|
明
治
末
よ
り
昭
和
一

0
年
代
に
お
け
る
出
稼
ぎ

・
離
村
の

一
般
的
傾
向
l

l

--:
:

二五三
一

出
稼
ぎ
の
実
態

農
業
に
お
け
る
技
術
的
改
良
と
発
展

:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j

i
--
-
j
i
-
-
:
・
二
六
八

肥
料

生
産
用
具
の
発
展

J¥ 

馬
耕

農
業
機
器
の
普
及

J¥ 

肥
料
の
金色
白

及

七

土
地
改
良

七

そ
の
他
の
技
術
改
良

J¥ 



第
二
節

(→ (コ国回国的化)

第
十
章

第
一
節

付仁)伝j同

中
嶋
家
坪
刈
表
の
紹
介
、
分
析

|
|
天
間
林
村
に
お
け
る
稲
作
技
術
発
展
の
事
例
研
究
l
i
-
-
:
:
:
:
:
:
j
i
--
:
:
:
:
二

八

三

序

広コ

J¥ 

耕
種
期
日
の
万K
~ 

遷

/¥ 

ロ
ロ口
種
の
刀~
クζ

遷

J¥ 
J¥ 

収
量
の
推
移

九

坪
当
り
株
数
の
推
移

九
五

区
画
水
田
面
積

九
五

お

わ
り

九
七

諸
産
業
の
発
展
と
新
し
い
産
業
の
開
始
:
・
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
--:
・:::
二
九
九

明
治
以
降
商
ロ
ロロ
作
物
の
発
展

九
九

「
明
治
三
年
産
業
興
隆
令
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
一
一
九
九

商
品
作
物
栽
培
の
一
般
的
傾
向
と
そ
の
変
遷
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
一
二

O
一

養
蚕
の
推
移

。
五

り
ん

栽
培



国
第
二
節

←) に〉
第
三
節

第
四
節

トj(ニ)国

第
十
一
章

第
一
節

ω 

そ
の
他
の
農
林
畜
産
業
-
-
---
------
-------------------------
-------------
--
--
----
--
---
--------
---
=

二

六

鉱
山
業
の
発
展
-
-
-
--
---
--
---
---
----
-------
---
---
--
-----
------
---
---
-----
----
--
----
--
---
----
------
=

二

八

上
北
鉱
山
の
創
立
と
発
展

J¥ 

そ
の
他
の
各
種
鉱
山

四

七
戸
水
電
株
式
』ふ
:z:>:' 

社
の
創
設

五

運
輸

通
信
の
状
況

。

運
輸

チマ
」凡』

通
の
発
展

。

南
部
鉄
道

建
設
を
め

っ
て

通

信

五

戦
争
と
統
制
時
代
の
天
間
林
村

七

戦
争
と
統
制
の
時
代

七

昭
和
初
期
の
不
景
気
と
軍
部
の
台
頭
:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
--
・:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・:
一
二
三
七

天
間
林
村
に
お
け
る
状
況

中
嶋
信
日
記

よ
り

九

(1) 

目
撃
事
刀k
d又.

勃
発
時
の
頃

四。



第
二
節

付(二)日同
(5) (4) (3) (2) 

経
済
統
制
の
強
化

四。

大
政
翼
賛
A 
Z三

運
動

四

戦
時
体
制
下
の
各
種
団
体

四

戦
線
の
拡
大
と
戦
死
者
の
増
大

四
五

昭
和
十
年
代
の
農
村
社
」与
z;;: 

四
七

昭
和
十
年
代
の
農
村
社
」ふ
z;;: 

の
展
開

四
七

天
間
林
村
に
お
け
る
農
村
経
済
更
生
運
動

|
|
天
間
林
村
の
昭
和
十
年
代
の
状
況

ω

-
一
二
五
二

天
間
林
村
か
ら
の
満
州
移
民
の
実
態

(4) (3) (2) (1) 

|
|
天
間
林
村
の
昭
和
十
年
代
の
状
況
ω
l
l
-
-
:
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
一
二
五
七

満
州
農
業
移
民
・
・
・
・
・
・
・
・・
・・・
・・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・・
・・・・・・・・・・
・・・
・・
・・
・・・・・
・・・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・
・
一
二
五
七

開
拓
団
の
苦
労
|
|
日
の
出
開
拓
団
の
場
合
l
l
-
-
j
i--:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
一
二
五
九

満
努宅

開
拓
青
少
年
義
勇
軍

。

白
浜
末
吉
氏
と
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
一
二
六
四

そ
の
他
一戦
時
下
で
の
農
業
問
題

1'¥ 

九

(1) 

「
昭
和
十
九
年
度
上
北
郡
農
作
物
綜
合
生
産
計
画
」
の
紹
介

・
分

析

:
:・

j

i
--:
:
・:
一
二
六
九



第
十
二
章

第
一
節

第
二
節

ト)にj日
(3) (2) 

農
村
労
働
力
の
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
問
題
・

一
二
七
四

供
出
制
度
の
厳
し
さ

七
ノ¥

戦
前
の
教
育

七
八

幕
末
期
の
教
育

七
八

明
治
の
教
育

J¥ 。

文
部
省
の
設
置
と
教
= 官
同

方
針

J¥ 
o 

学
制
発
布
に
よ
る
学
校
設
置
の
計
画

:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
一
二
八
一

村
内

学
校
の
誕
生

J¥ 

(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

榎
林

学
校

J¥ 

坪

学
校

J¥ 

中
野

A同

ナ

校

J¥ 
四

天
間
館

学
校

J¥ 
玉

花
松

学
校

J¥ 

李
沢

学
校

八
七

ツ

森

学
校

J¥ 
J¥ 



四
第
三
節 (9) (8) 

白
石

学
校

一
二
八
九

桁

小

学

校

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・
・・・・・・・・・一

二
九

O

近
代
教
育
の
展
開
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・・
・・・・
・・・・・・
・
・
一
二
九

O

(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

両ゐ

寸

資
金
募
集
の
dと
口

諭
と
献
納
者
褒
賞

九。

授
業
料

九

明
治
初
期
の
学
習
内
"...". 

廿

九

進
級
制
度

九

学
務
委
員

九
四

郡
視
学

九
五

首
座
教
員

九
五

義
務
教
育
年
限

九

明
治
の
就
学
の
ょ
っ
す

九

。。
郷
土
の
教
育
者

九
八.

大
正
の
教
育

九
九

大
正
期

お
け
る
教
育
の
概
要

九
九

(1) 

凶
作
の
頃
の
教
育

九
九



第
四
節 (5) (4) (3) (2) 

(→ 

大
正
初
期
の
児
童
'し、
得

。。

諸
研
究

。

通
学
の
ょ
っ
す

。

修
学
旅
行
の
は
し
り
(
天
間
舘
小
学
校
)

。
四

昭
和
の
教
育

。
五

戦
目日

の
教
育

。
五

(8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

白
浜
末
=と

氏
の
教
育

O 
E 

ツ
コk
本木

県
塚
保
存
A恥

z:;: 

の
設
ムL

O 
七

郷
土
教
同

の
振
興

。
七

不
況
下
の
教
育

。
九

戦
時
体
制
の
確
J.L 

O 

国
民
学
校
の
誕
生

戦
時
下
の
教
τ間
同

高
森
鉱
山
分
教
場
と
上
北
鉱
山
分
教
場
の
誕
生
と
廃
校

j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:

一=二

四



第
六
編

第
一
章

第
一
節

←) 仁)
第

(一).--二
節

に)巳
第

←)白三
.節

口

第
二
章

現

代
(
戦
後
)

五

農
地
改
革
に
よ
る
農
業
再
編

七
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